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化学講座、動物学第2講座、植物学第 2講座、地質学第 l講座、地質学第 2
講座、鉱物学講座、地史学講座の 9講座が増設された。これを機会に宇宙物
理学科と地球物理学科が分離し、動物学科(動物学第 1・第2講座)、植物学





数学科(数学第 1・第 2・第 3・第 4、応用数学応用力学〈数学科物理学科共
通>)、物理学科(物理学第 1・第 2・第3・第 4、輯射学放射学、応用数学応用
力学〈数学科物理学科共通>)、宇宙物理学科(宇宙物理学第 1・第 2)、地球物理


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































たが、昭和25(1950)年より数学の部分が独立し、“Memoirsof the CoIlege 
of Science， University of Kyoto， Ser. A. Mathematics"として、さらに昭








No. 1 Peterson， F. P. ; Lectures in Cobordism Theory 
No. 2 Kubota， T. ; On Automorphic Functions and the Reciprocity 
Law in a Number Field 
No. 3 Maruyama， M. ; On Classification of Ruled Surfaces 
No. 4 Monsky， P.; p-adic Analysis and Zeta Functions 
No. 5 N agata， M. ; On Automorphism Group of k[x， yJ 
No. 6 Araki， S.; Typical Formal Groups in Complex Cobordism 
and K -Theory 
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No. 7 Shin'ya， H. ; Spherical Functions and Spherical Matrix 
Functions on Locally Compact Groups 
No. 8 Saito， H. ; Automorphic Forms and Algebraic Extensions of 
Number Fields 
No. 9 Tanaka， N. ; A Differential Geometric Study on Strongly 
Pseudo-Convex Manifolds 
No.lO Kambayashi， T. and Miyanishi， M. ; On Forms of the Affine 
Line over a Field 
No.ll Stroock， D. W. ; Lectures on Infinite Interacting Systems 
No.l2 Brauer， R. ; Theory of Group Characters 
No.l3 Le Dung Trang ; Geometry of Tangents on Singular Spaces 
and Chern Classes 
NO.14 Hirai， T. and Schiffmann G. (Eds.); Lectures on Harmonic 
Analysis on Lie Groups and Related Topics 
No.15 Matsuda， M. ; Lectures on AIgebraic SoIutions of Hyper. 
geometric DifferentiaI Equations 
























































































































































































年 度 アーマ 講 師
昭和54年 代数学の話 I 理学部教授 永田雅宜
代数学の話I 教養部助教授 岩井膏良






昭和55年 解析学の話 I 理学部教授 山口 昌哉
解析学の話I 理学部教授 吉津尚明
幾何学の話 理学部教授 戸田 宏
代数幾何の話 理学部講師 上野健爾




昭和57年 整数論の話 理学部教授 土方弘明
幾何学の話 理学部助教授 足立正久
解析学の話 理学部教授 山口 昌哉
力学系と乱流 教養部助教授 字敷重庚
昭和58年 現代数学の生成と発展 理学部教授 吉津尚明
初等整数論の話題 理学部教授 永田雅宣
位相幾何の話 理学部助教授 西田吾郎
解析学の話 理学部教授 山口 昌哉
昭和59年 ペアノ曲線はどのような関数方程式 理学部教授 山口 昌哉
をみたしているか
数の概念の一般化とトポロジー 理学部講師 河野 明
行列と行列式 理学部教授 永田雅宜
函数と群との関係 理学部教授 吉津尚明
昭和60年 カオスからフラクタ/レ''- 理学部教授 山口 昌哉
初等幾何の構成 理学部教授 吉津尚明
写像度と不動点 理学部教授 戸田 宏
ポンレスの閉形定理 理学部助教授 上野健爾
複素数と双曲幾何学 理学部教授 楠 幸男
昭和61年 量子力学と Hilbert空間 理学部教授 池部晃生
式と図形 理学部教授 戸田 宏
代数幾何学 理学部助教授 丸山正樹
カオスからフラクタル'，- 理学部教授 山口 昌哉
昭和62年 代 数 学 理学部教授 永田雅宜
級数と関数 理学部教授 楠 幸男
ポアンカレの最後の定理 理学部助教授 足立正久
カオスからフラクタルへ 理学部教授 山口 昌哉
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昭和63年 、集合論'について 理学部教授 土方弘明
Duffing方程式の周期解 理学部助教授 西国孝明
三角形と整数 理学部教授 戸田 宏
群の作用と群の線型表現 理学部教授 平井 武





平成2年 ゼータ函数入門 理学部教授 吉田敬之
平面上のタイル張りとその対称群 教養部助教授 西山 享
3次元多様体について 理学部助教授 足立正久
確率論における直観と数理 理学部教授 渡辺信三
平成3年 重 複 度 理学部教授 丸山正樹
曲面を曲げる 理学部教授 岩崎敷久
4次元空間内の曲面 教養部助教授 上 正明
ローレンツ方程式の話 理学部講師 国府寛司
平成4年 球面と複素構造 教養部助教授 藤木 明
数値線型代数 理学部助教授 磯 祐介
写 像 度 理学部教授 西国吾郎
有限体上の数学 理学部教授 上野健爾









































































































































































































































































理第 1: 493名、物理第 2: 427名)。理学博士取得者数は、課程博士524名(う
ち、物理学:41名、核理学:6名、物理第 1: 212名、物理第2: 265名)、論文博














































































































































































































































































































ェルト (A.J.W. Sommerfeld)教授を迎えた。ハイゼンベルグ(W.K. Heisen司














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































よる“Contributionsfrom the Institute of Astrophysics， University of 
Kyoto"と、主として第2講座による“Departmentof Astronomy， Kyoto 
University， Reprint"であり、以降は教室全体として、“Contributions






























































































































































































































































大正11年 第1講座 第2講座 第3講座
(1922) 地殻物理 海洋物理 気象学
学 学
昭和12年 第 l講座 第2講座 第3講座 第4講座
(1937) 地殻物理 海洋物理 気象学 火山・温
学 学 泉物理学
昭和15年 第 l講座 第2講座 第3講座 廃 止
(1940) 地殻物理 海洋物理 気象学
学 Af24 与
昭和20年 第 1講座 第2講座 第3講座 第4講座
(1945) 地殻物理 海洋物理 気象学 応用地球
学 学 物理学
昭和32年 第 1講座 第2講座 第3講座 第4議座 地球電磁
(1957) t也被物理 海洋物理 気象学 応用地球 気学講座
学 学 物理学
昭和38年 地殻物理 海洋物理 気象学講 応用地球 地球電磁
(1963) 学講座 学講座 座 物理学講 気学講座
座
平成2年 地殻物理 海洋物理 気象学講 応用地球 地球電磁 地震学講
(1990) 学講座 学講座 座 物理学講 気学講座 座
座
平成3年 地殻物理 海洋物理 気象学講 応用地球 地球電磁 地震学講 物湿気候









































































































































































































































































































































































































































































































通利用を促進するため WDC(WorldData Center、世界資料センタ )ーを設置



































































































































of Lake Biwa and the J apanese Pleistocene" (Vols. 1 -11)および“IPPC-
CE Newsletter" (Nos.l -7)に報告されるとともに、“LakeBiwa"、『琵
琶湖底深層1400メートルに秘められた変遷の歴史』、 “History of Lake 















































































































































































































































































































































































































































大講座名 大学院分科 旧講座名 教 授 助教授 講 師 助 子
名




生物構造化学 構造化学 三木邦夫 樋口芳樹 今城文雄
喜岡昭子
理論化学 量子化学 量 子 化 学 郷信康 木寺詔紀 北尾彰明
理論化学 量子化学 加藤重樹 井川淳志 森田明弘
物理化学 物理化学 物理化学 梶本興亜 大島康祐 原公彦 吉村洋介
藤村陽
放射線化学 放射線化学 志田忠正 百瀬孝昌 六鹿宗治 若林知成
物性化学 化学物性学 金属物性学 日英国 裏 寺嶋正秀 木村佳文
山本文子
物理分析化学 分析化学 寺尾武彦 竹腰清乃理 久保厚
無機化学 表面化学 無機化学 西嶋光昭 有賀哲也 高木紀明
無機物性化学 金相学 小菅崎ニ 吉村一良 加藤将樹
有機化学 有機合成化学 有機会成化学 鈴木仁美 田中和彦 俣野善博
小笠原正道
有機化学 有機化 学 林氏生 魚住泰広 立川登
小松直樹
集合有機分 集合有機分 民須賀篤弘 永田央
子機能 子機能
































































( 2階建て煉瓦造 20 
り、延べ坪67坪、
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































分子植物学 分子植物学 岩淵j 雅樹
























































































































































































































































































































































































































































“Biological Cybernetics" ，“Biophysical J ournalぺ“Cell"，“Bulletin of 
Mathematical Biologyぺ“EMBOJ ournalぺ“EvolutionaryEcology"， 
“Experimental Cell Researchぺ“FEBSLetters" ，“Information Sci-
ences " ，“Genes and Developmentぺ“Journal of Biochemistry"，“Jour-
nal of Cell Biology"，“J ournal of Membrane Biology"，“Journal of 
Molecular Biology"，“Journal of Molecular Evolution"，“Journal of 
Theoretical Biology"，“Journal of Virology"，“Mathematical Bioscien-
cesぺ“Nature"，“Nucleic Acid Research"，“Proceedings of the 
National Academy of Sciences(USA) "，“Proteins， Quartery Reviews of 
Biophysicsぺ“Science"，“ScientificAmerican"，“Theoretical Popula-
tion Biology"，“Vision Research." 
その他、“AnnualReviews of Biochemistry"、 “Annual Reviews of 
Biophysics and Biophysical Chemistry" ， •• Annual Reviews of 










































































































(Fluorescence In Situ Hybridization)、法によるゲノム運動の視覚化などがあ
る。これらの研究を推進したのは現在のスタッフである柳田充弘教授、登田
隆講師、中世古幸信助手、足立康久助手のほか、かつてのスタ ッフであった
宝谷紘一(昭和63<1988>年帝京大学に転出、現在名古屋大学理学部分子生物学
科)、丹羽修身(平成6<1994>年かずさ DNA研究所に転出)、山本正幸助手(昭
和55<1980>年東京大学医科学研究所に転出、現在東京大学理学部生物化学科)、森
川歌右(昭和61<1986>年蛋白工学研究所に転出)、博士研究員のイアン・へイカ。
ン(I.M.Hagan、マンチェスター大学)、平岡泰(郵政省先端研)、上村匡(現在原
形質物性学講座)らの貢献によるものである。博士学位取得者は約20名、約10
名が圏内の研究職にあり、うち京都大学理学部のスタッフは4名、また海外
の研究機関に約10名在籍している。
d 生体高分子反応学講座(現:高次情報形成学講座、生体情報統御分野)
生体高分子反応学講座では、初期には大腸菌が生産し大腸菌自身のDNA
を崩壊させるコリシン E2というタンパク質の作用機構の研究がなされ、コ
リシンは大腸菌の低分子物質に作用してDNAを切断する活性分子に変換さ
せるということを示した。昭和46(1971)年に吉津教授の就任により、光感覚
情報の受容、変換の分子機構の研究が始まった。動物の目の光受容タンパク
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質の中で明暗を感知する得体細胞にあるロドプシン、色を区別する錐体細胞
にあるアイオドプシンをはじめとした色覚タンパク質、光を受容したこれら
のタンパク質からの情報を受けて細胞の形質膜での電気信号に変換するため
の仲立ちをするトランスデューシンなどのタンパク質、高度好塩菌にあって
光エネルギーを使ってそれぞれプロトン、クロライドを一方向に運ぶパクテ
リオロドプシン、ハロロドプシン、同じく高度好塩菌にあって光センサーと
して働くセンサリーロドプシン、フォボロドプシンなどを対象に、研究が行
われた。特記することとしては、ピコ秒レーザ一分光法を用いて、ロドプシ
ンの第一光産物であるフォトロドプシンの同定とそのダイナミックス、ハロ
ロドプシンの精製とクロライド効果、 Gタンパク質のα、γサブユニットの
末端でのリピドによる修飾、 4種のニワトリ色覚タンパク質の精製と l次構
造の決定、その光化学反応、様式、クロライド効果の解明などがある。これら
の研究は吉津透(平成 3<1991>年電気通信大学に転出、現在大阪産業大学工学
部)、前田章夫、七回芳則、深田吉孝(平成5<1993>年東京大学教養学部基礎科
学科に転出)、篠漂隆男{昭和61<1986>年鳴門教育大学に転出、現在群馬大学工学
部)、博士研究員であった神取秀樹、桑田修(現在慶応大学医学部)、今元泰(現
在大阪大学理学部)、岡野俊行(現在東京大学教養学部)らによってなされた。平
成3(1991)年吉津教授停年退官後も同じ系統の研究が続けられる。特にパク
テリオロドプシン、ロドプシンの光化学反応過程の赤外スペクトル法による
解析からは、パクテリオロドプシンからプロトンを放出する反応において重
要な L中間体におけるレチナールのシ ッフ塩基とアスパラギン酸85の相互
作用の形成に分子内の水の関与を明らかにしたこと、プロトン取り込みに関
連したシッフ塩基の再プロトン化のためのタンパク質構造の変化を明らかに
したことなどがあげられる。パクテリオロドプシンは赤外スペクトル法で研
究することで、逐次展開する反応の素過程について、機能に直接関与する化
学結合を中心に解明していくことができる。現在、類似したタンパク質であ
るロドプシンなども参考にしながら、研究を進めている。これらの研究は現
在のスタ ッフである、前田章夫教授、七田芳則助教授、神取秀樹助手、博士
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研究員であったジヤンマルク・ペツフェレ(J-M. Pfefferle、現在チパガイギ
ー)や、現在籍の佐々木純らの貢献によるものである。博士取得者のうち約
10名が大学関係で活躍している。
e 量子生物学講座(現:情報分子細胞学講座、細胞分子構成分野)
量子生物学講座では、当初は主に生物物理学的手法を用いて、生体膜の構
造と機能の研究を行ってきた。初めはモデル膜の研究からスタートし、スピ
ンラベル法を用いてカルシウムによる相分離現象を明らかにした。その間再
構成膜や、赤血球膜の研究もなされた。次に膜融合の研究にスピンラベル法
を適用し、まず HJV(センダイウイルス)と赤血球膜の融合を研究した。続い
て行われたインフルエンザウイルスの膜融合の研究から、膜融合は中性では
起こらないが酸性にすると速やかに起こることを発見した。これから、ウイ
ルスはエンドサイトシスにより細胞内に取り込まれた後、エンドソーム内部
の酸性条件下で膜融合を起こして、ゲノムを細胞質に移して感染を始めると
いう機構を明らかにした。また、この膜融合を担うへマグルチニンタンパク
質の作用機構の物理化学的研究を行い、新しいモデルを提出した。その後の
細胞内における膜融合、膜分裂の研究から、ゴルジ膜が高い膜融合活性を示
すことなどを明らかにした。一方この問、蛍光退色回復測定装置や、時間分
解蛍光顕微鏡装置を開発し、生体膜、モデル膜における膜タンパク質の動的
挙動の分子レベルでの研究も進められてきた。また、生体膜やアクチンフィ
ラメ ントなどのような生体超分子構造体が、溶液中の浸透庄の不均衡に応答
して会合や融合を起こすことを明らかにした。その熱力学的な解析により、
osmoelastic coupling、osmophobicassociationという新しい概念を提出
した。現在ではこれまでの生物物理学的手法に加えて、細胞生物学、分子生
物学的手法も用いて、エンドサイトーシス、細胞内タンパク質輸送、細胞骨
格をテーマとした研究を行っている。これらの研究はかつてのスタッフであ
る大西俊一(平成5<1993>年退官、現在龍谷大学理工学部)、伊藤忠直、前田豊
三(昭和56<1981>年死去)、町田高一(昭和60<1985>年第一製薬に転出)、楠見明
弘(昭和63<1988>年東京大学教養学部基礎科学科に転出)、佐藤智、村田昌之ら
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によってなされた。現在のスタッフは伊藤忠直助教授、佐藤智助手、村田昌
之助手である。教授は選考中で空席になっている。
f 理論生物学講座(現:機能統合学講座、 DNA情報学分野)
理論生物学講座では創立時より、寺本英教授を中心に、数理モデルならび
にオートマトンモデルを用いて、形態形成などの個体のレベルから生態系の
マクロなレベルまで、様々な生物現象の理論的な研究を行ってきた。特に生
態学の遷移に関する総合的な理論を提示したのを皮切りに、種の特性や種聞
の相互作用が生物集団の構造とその安定性に及ぽす影響に関して広範な研究
を行い多くの成果をあげている。例えば、生物の移動分散の過程を定式化す
ることにより、競争種の空間的なすみわけと共存の機構を明らかにした。ま
た、競争関係にある種の聞のダイナミックスを解析することにより、いわゆ
る種数個体数関係則の定量的な説明を行っている。さらに、被食者、捕食者
聞の相互作用が系の安定性に及ぽす影響について解析し、捕食のスイッチン
グが多種共存を促進する要因として重要で、あることを明らかにした。これら
の研究はこの分野の先駆的業績として国際的に高く評価されている。これら
の研究は、寺本英(昭和63<1988>年退官、現在龍谷大学理工学部)、西尾英之助
(休職中)、重定南奈子(平成 4<1992>年奈良女子大学理学部に転出)、小淵洋一
(昭和63<1988>年龍谷大学理工学部に転出)らによってなされた。また当講座の
多くの出身者が、わが国の数理生物学の中心的な担い子として活躍してい
る。
平成 2(1990)年より宮田隆教授を中心に生物進化の分子レベルでの解明を
目指した研究が開始されている。形態レベルでの進化はダーウィン以来適応
的に起こるとされている。一方、分子進化の中立説は分子レベルでの進化を
説明し得る一般的な理論として既に定着している。いかにして 2つのレベル
の進化を統一的に理解するかが今後の進化学の重要な課題である。その解明
のために、組織特異的に発現する遺伝子に着目し、組織の多様化とそこで発
現する分子の多様化との進化的関連を追究し、遺伝子の多様化は、発現する
組織からの強い影響を受けていることが明らかになった。この結果は形態進
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化と分子進化との関係を理解する糸口となるものと期待される。その上に立
って単細胞生物から多細胞生物への過程での遺伝子の多様化、真核生物の細
胞内に存在する種々のオーカゃネラが成立する過程でのオーガネラに局在する
遺伝子の多様化を追究している。この研究の中から、真核生物の初期進化の
過程で種々の系統的に異なる原核生物から真核生物のゲノムに大規模な遺伝
子の移動が起こり、真核生物のゲノムは遺伝的にキメラになっているという
仮説を得、問題の解明をいそいでいる。この問題との関連で、分子レベルで
のデータを使って、バクテリアからヒトに至る様々な生物の系統進化の研究
も行っている。遺伝子解析のためのコンビューター技術を使ってまた、学内
外の多くの研究室と共同研究を行っている。これらの研究は現在のスタッ
フ、宮田隆教授、隈啓一助手、岩部直之助手と、かつてのスタッフである林
田秀宣(平成4<1992>年奈良県立医科大学に転出)らによってなされた。
g 形質発現学講座(現・機能統合学講座、遺伝子発現制御分野)
形質発現学講座は昭和60(1985)年に開設され、志村教授を中心に研究が開
始された。当初の研究内容は、 RNAのプロセシングと、遺伝子の組織特異
的発現制御であった。 RNAのプロセシングについては、大腸菌のリボヌク
レアーゼPのRNA成分の構造と機能、特に機能ドメインの研究から、真核
生物の遺伝子発現における mRNA前駆体のスプライシングの研究へ移行し
た。ニワトリの小クリスタリン遺伝子の一部分の転写産物と HeLa細胞の
核抽出液とを用いた無細胞スプライシング反応系を確立し、 mRNA前駆体
の5'末端にあるキャップ構造がスプライシング反応を促進すること、イン
トロンが複数個存在する場合にはキャップ構造に最寄りのイントロンの除去
にだけ及ぽされることを発見した。このキャップ構造の作用は特異的なタン
パク質によって担われていることを示し、それを精製し、アミノ酸配列を決
定した。またスプライシングの第2段階に ATPが必要なことも明らかにし
た。ショウジョウパエの雌雄は X、Y性染色体の比率で決定されるが、そ
の際この比率を反映して選択的スプライシングによる制御が介在する。この
性特異的な選択的なスフ。ライシンングの機構を解析し、 sex-lethalタンパク
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質が transformer遺伝子転写産物のスプライシングを負に制御すること、
および transformerタンパク質がtransformer-2タンパク質とともに
doublesex遺伝子を正に制御することを発見した。免疫グロプリン遺伝子の
転写産物のスプライシングの研究において、エキソンの中にスプライシング
を促進する配列があることを発見したが、同様な配列が他の遺伝子の中にも
存在することが明らかになり、エキソン認識配列と命名した。 mRNA前駆
体の5'スプライス部位の近傍に、スプライシング反応の初期U6snRNAが
位置することを示し、この低分子核内RNAが反応を触媒する可能性を示唆
した。遺伝子の組織特異的発現制御については、ニワトリの 6ー クリスタリ
ン、 α クリスタリン遺伝子のレンズ特異的発現について解析した。これは
現在のスタッフである志村令郎教授、大野睦人助手、井上邦夫助手にかつて
スタッフであった安田園雄(平成4<1992>年奈良先端科学技術大学院大学ノfイオ
サイエンス科に転出)、坂本博(平成4年神戸大学理学部生物学教室に転出)らに
よってなされた。卒業生で現在3名が京都大学理学部のスタッフ、 1名が他
大学のスタッフ、 4名が外国の研究室にいる。
8. 分子発生生物学研究センター
平成5(1993)年4月1日、文部省新プログラム方式による研究「発生・形
態形成の固体レベルにおける分子生物学的研究」推進の一環として設置され
た。センター長として竹市雅俊(生物物理学教室)が併任し、高田慎治助教授
が専任教官として着任した。
本研究センターは、生物の発生の仕組みを分子レベルで解明することを目
的として設置されたものである。特に、動物における高次発生現象、例え
ば、細胞分化、細胞間相互作用、細胞認識、神経系構築などについて、それ
らを制御する新たな遺伝子・タンパク質を探索し、それぞれの機能を、遺伝
子ターゲッティングなどの先端的技術により解明することを目指している。
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9. 事務室
研究、教育をスムーズに進めてゆくためには事務機構との連携が不可欠で、
ある。生物物理学科では当初、中央事務室に 2名の事務官を置き、研究の手
助けをするとともに講座に特別な事務を処理する教務職員を各講座に配属す
る方針をとった。しかしながら、教務職員の退職者が相次ぎ、その頃から始
まった定員削減の影響で補充ができず、それを国家公務員としての常勤職員
ではなく、研究費を割いて雇用する非常勤職員で埋めていった。その際待遇
をできるだけ公務員のそれに近付ける方針を取ったため、間もなく財政的に
破綻が予想されるようになった。その頃退職などで各講座に配属されていた
事務補佐員がいなくなったこともあり、昭和61(1986)年に事務をすべて生物
物理学教室の事務室で扱う制度に切り替え、現在に至っている。任務として
は、理学部の中央事務に対応した庶務、人事、司計、経理、用度、施設、教
務(大学院生が対象)、郵便、旅行伺、出勤簿の管理、非常勤講師、物品管理、
会議・委員会の案内、超勤、複写機の管理、放射性同住元素や組み換え
DNA関係の庶務、それに校費、委任経理金、受託研究費、科学研究費の経
理など、幅広い業務を行っている。
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